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１．沿  革 
昭和 30 年 8 月 1 日那賀郡粉河町外 23 ヶ町村粉河母子寮一部事務組合の運営で認可新設、そ

の後昭和 35 年 12 月 1 日那賀郡町村児童福祉施設組合に、また平成 17 年 11 月 7 日市町村合

併に伴い那賀児童福祉施設組合と名称変更されました。 

２．施設の概要

職  員  数  １０名（所長･母子支援員･少年指導員･保育士･用務員・心理療法士） 

敷 地 面 積   3,999.16 ㎡ 

建物の構造   鉄筋コンクリート 3 階建 

建物の面積   延べ面積 1,398.71 ㎡

１階(管理棟)  玄関、事務室、所長室、宿直室、面会室、集会室、学習室、医務室、

調理室、トイレ、入所者物置、緊急一時保護室、保育室、相談室

２.３階（居室） 居室２DK (A タイプ 12 室・B タイプ 8 室 合計 20 室)
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３．事業目的 

児童福祉法第 38 条に基づき、配偶者のない母親または、これに準ずる事情のある母親とその子

どもが明るく希望を持って安心して日々の生活を送り、子どもを心身共健やかに育てながら一日も

早く自立出来るよう、支援する事を目的としています。 

 

４．事業内容  
① 生活・就労・子育て・悩み事などに職員が親身になって相談に応じ、母子の精神的、経済 

的な面の自立を支援します。 

② 乳幼児を施設内保育所で補完保育します。（病児・一時・イブニング・待機） 

③ 学童保育を行い、学習・スポーツ活動・遊び・生活のルール等を、個別または集団

を通して、子どもの成長を支援します。 
小中高生の学習支援（学習塾・家庭教師等）が利用できます。 

④ 母子が楽しく参加出来る行事をします。 
むつみ食堂・1 日バスツアー・夕涼み会・DAY キャンプ・手芸教室・講演会・     

クリスマス会・大掃除・避難訓練…等 
⑤ 緊急一時保護室を設置し、突然生活の場を失ったり、緊急に避難する必要のある母

子が、その日から安心して利用出来ます。 
⑥ 退所された母子のアフターケアーを行います。 
 

 

 

 
 

学習室              保育室            中庭 

５．職員構成 
   ○施 設 長：施設の運営全般について総括します。 
   ○母子支援員：お母さんの就労や生活、子育てなど生活全般の支援を行います。 
   ○少年指導員：児童の学習指導、日常生活支援を中心に児童の健全育成を図るため

の支援を行います。 
   ○保 育 士：乳幼児の施設内保育（病児・イブニング・補完保育等）を中心に子

育て支援を行います。 
   ○心理療法士：母親や子ども達の個々の悩みについてカウンセリング、幼児・小学

生へのプレイセラピーを行います。 
             



６．利用できる人 
満１８歳未満の児童を養育している母子家庭、またこれに準ずる事情にあ

る女性が、生活や子どもの養育などについて困っている場合に、子どもと一

緒に利用できます。

部屋代は不要です。諸費用として光熱水費（ガス、電気、水道、し尿浄化

槽清掃）等 個人負担になります。

７．利用の申込

直接粉河むつみホームへお尋ねいただくか、最寄りの福祉事務所へ御相談

下さい。

至 橋本至 和歌山 R 24 

スーパー 

スーパー

JR 粉河駅 

粉河ふるさとセンター

粉河支所庁舎 

粉河幹部交番 
消防署 

粉河中 

粉河小 

粉河むつみホーム 

花屋 

粉河加太線 

粉河高校 

電気店 

N 

粉河税務署 
郵便局 


